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 １ － １文 学 研 究 科
 ４ ３ １教 育 学 研 究 科
 １ １ －法 学 研 究 科
 １ １ －経 済 学 研 究 科
 ６ － ６理 学 研 究 科
１２ ３ ９医 学 研 究 科
 ４ ４ －薬 学 研 究 科
 ６ ２ ４工 学 研 究 科
１４ ４１０農 学 研 究 科
 ２ － ２人間・環境学研究科
 － － －エネルギー科学研究科
 － － －アジア・アフリカ地域研究研究科










お茶の水女子大学生活科学部の 戒 能 民 江 教授を講師
























































 ４ ０ １ １１０１１家 族 室
 ６ ０ ６ ８２１２４夫 婦 室


































































































































































































































































































































































































































　このたび， 宮 田 浩 行 工学部等総務課専門職員， 廣 垣 宜 次 総合人間学部・人間・環境学研究科事務長， 平 井 俊 
みや た ひろ ゆき ひろ がき せん じ ひら い とし
 彦 名誉教授， 川 野 　豐名 誉教授， 日 野 龍 夫 名誉教授， 今 津 　晃名 誉教授， 藤 岡 完 治 高等教育研究開発推進セン
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編集後記
　京大広報は９人の編集委員と４人の事務官で担当している。しかし，編集委員は各部局からの参加で
他に様々な仕事を抱えているため，実際の編集は事務官に頼りっきりである。事務局の方には大変申し
訳ないことをしている。京大広報を形式的な連絡版ではなく，率直に心のこもったものにしなければと
は思うのだが。私は前橋高校の出身で，前橋高校には学友会誌「板東太郎」というのがあり，詩人，萩
原朔太郎は「板東太郎」に初めて作品を発表し，詩人として出発したのである。いまでもこの会誌は存
続していると思うし，私は在学中，「板東太郎」を読むのを楽しみにしていた。私の好きな萩原朔太郎
の詩に「心」というのがある。「こころをばなににたとへん　こころはあじさいの花　ももいろに咲く
日はあれど　うすむらさきの思ひ出ばかりはせんなくて。--------」もう，あじさいの花がきれいに咲く季節
になった。 （根岸記）
医療技術短期大学部の動き
　医学部・医療技術短期大学部は，本年１０月１日の
保健学科の設置に先駆けて，さる５月２４日（土）に
芝蘭会館において設置記念シンポジウムを開催した。
　シンポジウムは，医学部保健学科の設置理念を内
外に明確にすることを目的に開催したもの
で，本庶　佑医学部長の司会で，文部科学
省小松弥生医学教育課長の「心の通う医療
を」と題した特別講演で始まり，笹田昌孝
医療技術短期大学部長の「保健学科設置の
理念」と題した基調講演がなされ，その後
田中紘一医学部附属病院長や各分野の教官
の司会により「移植医療の今後」，「先端医
用工学の将来」，「２１世紀の看護展望」，「リ
ハビリテーションの将来」，「地域ケアの展
開」という各テーマで，保健学科予定教官
と医学部附属病院の教官や看護部長が互い
にシンポジェストとなり，京都大学にふさわしい保
健学科の目指すところが述べられた。会場には学内
外の医療関係者，研究者，学生など約１３０名が熱心に
聴講し，立ち見席が出るほどの盛況であった。
医学部保健学科設置記念シンポジウムの開催
